様式第１号(甲)
山形県特別栽培農産物認証申請書
                                                         　平成　　年　　月　　日
  公益財団法人やまがた農業支援センター
　　　理事長　　若　松　正　俊　殿
	申請者
	生産組織等名
	

	
	申請(代表)者名
	
	㊞

	
	住所･所在地
	

	
	電話番号
	

	
	FAX番号
	

	
	
	


　このことについて、公益財団法人やまがた農業支援センター特別栽培農産物認証業務規程第５条第１項の規定により、関係書類を添えて申請します。
　なお、認証を受けるにあたっては、上記規程を遵守します。
記
１ 申請区分
	申請区分
	区　分
	現場栽培責任者等の有無

	１
	生　産
	－

	２
	生　産
	現場栽培責任者､現場確認責任者を配置する

	３
	生産･精米
	－

	４
	生産･精米
	現場栽培責任者､現場確認責任者を配置する

	５
	精米･販売
	－


※該当する申請区分欄の番号に○を付す。
　　本申請書の添付資料は次のとおりとなりますので、十分確認の上提出してください。
	　　　　　　　　　　　　　申請区分
添付資料
	１
生産
	２
生産
	３
生産精米
	４
生産精米
	５
精米販売

	様式第2号
	現場栽培責任者及び現場確認責任者の状況
	－
	○
	－
	○
	－

	別紙1 
	生産者名等
	○
	○
	○
	○
	－

	別紙1-1
	生産者等集計一覧表
	※1
	－

	別紙2
	生産計画
	○
	○
	○
	○
	－

	別紙3
	出荷計画
	○
	○
	○
	○
	－

	別紙3-1
	出荷販売計画
	－
	－
	※2
	－

	別紙4
	販売計画
	－
	－
	○
	○
	○

	
	ガイドライン表示
	○
	○
	○
	○
	○

	付表1
	生産ほ場周辺図
	※3
	－

	付表2
	精米施設及び保管場所等の見取り図
	－
	－
	○
	○
	○

	付表3
	当該年特別栽培米受払台帳
	－
	－
	○
	○
	○

	
	農業技術普及課の指導助言資料
	○
	○
	○
	○
	－

	
	含有化学合成窒素成分割合等の証明資料
	○
	○
	○
	○
	－


※1：広域生産組織や多品種申請の場合は地域･現場確認責任者･品種ごとの集計表(別紙1-1)を添付する。
※2：別紙３出荷計画及び別紙４販売計画に代わり統合した様式を使用することができる。(任意選択)
　　※3：申請時は提出不要、現地検査時に提出できるよう準備する。
２ 申請担当者連絡先
	氏　名
	
	電話番号
	
	
	

	
	
	携帯電話
	
	
	

	ＦＡＸ
	
	E-mail
	
	
	ｾﾝﾀｰ 受付

	部署名
	 
	
	

	資料送付先
	〒
	
	
	

	
	
	
	


　　※申請者欄に記載した住所･連絡先と異なる場合は必ず記入する。
様式第１号(乙)
３ 栽培責任者（申請区分①､②､③､④は必ず記入、⑤は記入しない）
	氏　　名
	　

	電話番号
	
	ＦＡＸ
	

	住所(所在地)
	　

	組 織 名
	 
	役　職
	 


　 ※ガイドライン表示を組織名とする場合は氏名欄に組織名を記載し、その後に(　)書きで総括責任者名を記載する。
４ 確認責任者（申請区分①､②､③､④は必ず記入、⑤は記入しない）
	氏　  名
	　

	電話番号
	
	ＦＡＸ
	

	住所(所在地)
	　

	主な履歴
	年　 月～　年　 月
	 

	
	年　 月～　年　 月
	 

	
	年　 月～　年　 月
	 

	
	年　 月～　年　 月
	 


　 ※ガイドライン表示を組織名とする場合は氏名欄に組織名を記載し、その後に(　)書きで総括責任者名を記載し、

主な履歴欄はその者の履歴３～４つ程度を記載する。

５ 精米責任者（申請区分③､④､⑤は必ず記入、①、②は記入しない）
	氏　　名
	　

	電話番号
	
	ＦＡＸ
	

	住所(所在地)
	　

	組 織 名
	 
	役　職
	 


　 ※責任者を組織名とする場合は氏名欄に組織名を記載し、その後に(　)書きで総括責任者名を記載する。

６ 精米確認者（申請区分③､④､⑤は必ず記入、①、②は記入しない）
	氏　  名
	　

	電話番号
	
	ＦＡＸ
	

	住所(所在地)
	　

	主な履歴
	年　 月～　年　 月
	 

	
	年　 月～　年　 月
	 

	
	年　 月～　年　 月
	 

	
	年　 月～　年　 月
	 


　 ※ガイドライン表示を組織名とする場合は氏名欄に組織名を記載し、その後に(　)書きで総括責任者名を記載し、

主な履歴欄はその者の履歴を３～４つ程度記載する。

７ 認証シール枚数
	項　目
	大
	小
	計
	備　　　　　　　　考

	貼付総枚数
	
	
	
	

	残ｼｰﾙ枚数
	
	
	
	① 実績枚数 ② 最終見込み枚数

	交付申請枚数
	
	
	
	


　　※貼付総枚数等は出荷計画及び販売計画に記載した枚数を合算して記入する。
　　※残シール枚数の計上区分について、①又は②のいずれかに○を付す。
　　※交付申請枚数は10枚単位に切り上げて記入する。
８ 農家数(戸)　　　　　　　　　　９ 情報開示の可否
	延戸数
	実戸数
	
	可
	否
	※「可」に○を付すと当センターのホームページ上の｢認証登録一覧｣に、｢品目・申請組織名・代表者名・市町村名・電話番号｣を掲載します。

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


様式第２号
現場栽培責任者及び現場確認責任者の配置計画
平成　　年　　月　　日
１ 現場栽培責任者及び現場確認責任者の担当する地域
	担当地域：
	


２ 現場栽培責任者
	氏　　名
	
	電話番号
	

	Ｆ Ａ Ｘ
	
	
	

	住　　所
	

	組 織 名
	
	役　職
	


３ 現場確認責任者
	氏　  名
	
	電話番号
	

	Ｆ Ａ Ｘ
	
	
	

	住　　所
	

	勤 務 先
	

	主な履歴
	年　 月～　年　 月
	

	
	年　 月～　年　 月
	

	
	年　 月～　年　 月
	

	
	年　 月～　年　 月
	


　【注】「勤務先」欄への記入は、ＪＡ等の組織申請の場合に限る。
４ 担当地域の農家数(戸)
	延戸数
	実戸数

	
	

	
	


　※現場栽培責任者、現地確認責任者のいずれか一方を配置する場合は、もう一方の欄に斜線を引くか、氏名欄に
「配置なし」と記載する。

　※配置人数が多い場合は、本様式における所定事項を網羅した一覧形式として差し支えない。　　
別紙１－１

平成　　年　特別栽培農産物認証申請　生産者等集計一覧表

	品種･作物名／集計区分
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	計
	認証ｼｰﾙ
貼付枚数

	現場確認責任者名
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	栽培面積(a)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	(大)　　　枚

(小)　　　枚

	
	　　延戸数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　ほ場数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	栽培面積(a)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	(大)　　　枚

(小)　　　枚

	
	　　延戸数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　ほ場数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	栽培面積(a)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	(大)　　　枚

(小)　　　枚

	
	　　延戸数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　ほ場数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	栽培面積(a)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	(大)　　　枚

(小)　　　枚

	
	　　延戸数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　ほ場数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	栽培面積(a)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	(大)　　　枚

(小)　　　枚

	
	　　延戸数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　ほ場数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	栽培面積(a)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	(大)　　　枚

(小)　　　枚

	
	　　延戸数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　ほ場数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	栽培面積(a)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	(大)　　　枚

(小)　　　枚

	
	　　延戸数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　ほ場数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	栽培面積(a)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　延戸数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　実戸数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　ほ場数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	認証シール
貼付枚数
	(大)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	(大)　　　枚

	
	(小)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	(小)　　　枚


※集計一覧表の作成を要する条件：①支所等の単位で複数の現場確認責任者を配置する場合、②複数市町村に生産者が存在する場合、③単一地域であるが同一作物について複数の生産計画を
策定している場合等、④別紙１｢生産者名等｣の集計点検及び現地確認作業が容易でないと判断される場合とする。

※集計の第一キーは「生産者の所在市町村」とすること。

※農家実戸数は栽培面積の最も大きい作物でカウントする。なお、分類集計に時間を要する場合等は計欄に一括記入しても差し支えない。

※認証シール枚数は貼付総枚数(残シールを差し引かない枚数)とし、行又は列のいずれか一方の記載で差し支えない。

※多品種により１枚で集計しきれない場合は、「計行の前に行コピー　⇒　計欄の計算式修正」を行って、２ページにわたる集計を行う。

別紙１

　
生　産　者　名　等

	作物･作型

品　　 種
	生産者名
	
	生産者住所
	生産ほ場所在地
	栽培面積

(a)
	ほ場番号
	ほ場確認 ※1

（備　　考）

	
	
	ｴｺﾌｧｰﾏｰ
	
	
	
	
	

	
	
	
	当該作物
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	小　　計
	延戸数　　　戸
	
	
	
	
	a


	ほ場数


	確認ほ場数




別紙１

　生　産　者　名　等

	作物･作型

品　　 種
	
	
	生産者住所
	生産ほ場所在地
	栽培面積

(a)
	ほ場番号
	ほ場確認 ※1

（備　　考）

	
	
	ｴｺﾌｧｰﾏｰ
	
	
	
	
	

	
	
	
	当該作物
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	小　　計
	延戸数　　　戸
	
	
	
	
	a
	ほ場数
	確認ほ場数

	合　　計
	延戸数　　　戸
実戸数　　　 戸
	
	
	
	
	a


	ほ場数


	確認ほ場数




※作物・作型・品種欄は、適用される別紙２生産計画毎に小計を取るよう記載すること。
※生産者がエコファーマーの場合は、エコファーマーの欄に○を記入すること、また、申請作物でエコファーマー認定の場合は、当該作物の欄にも○を記入すること。
※ほ場番号は申請全ほ場の通し番号を原則とする。現地検査はほ場番号で確認します。新規申請ほ場はほ場番号を丸で囲むこと。
※延戸数は作物･作型･品種毎の生産者数を計上、実戸数はこれらから重複生産者を除いた実数を計上すること。

※広域生産地域、多品種申請にあっては、別紙1-1による集計一覧表を作成し、本表の前に添付すること。

別紙２　
平成　　年　生産計画（生産実績）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備考：　　　　　　　　　　
	栽培責任者
	確認責任者
	現地等確認欄　※３
	生産実績確認欄　※４

	住所:
氏名:
TEL:
	住所:
氏名:
TEL:
	ほ場確認
栽培管理

状況確認
	平成　 年　月　日 確認責任者    　　　　 ㊞
	平成　　年　月　日
確認責任者　　　　　　　　　　　　　　 ㊞

	
	
	
	平成   年　月　日 確認責任者　　    　 ㊞
	


	作物名､作型､品種 及び面積､収穫量※1
	作業状況　※2
	使　　用　　資　　材

	
	
	施肥・土づくり
	病害虫・雑草防除等
	その他資材

	
	作業名
	年月日

(実績)
	名　　称
（N-P-K%）
	化学由来   N%
	10a当たり使用量
	使用時期
	名　　称
(成分名)
	希釈
倍率
(実績)
	散布量
(実績)
	使用

方法
(実績)
	使用

時期
(実績)
	名称及び
使用方法

	
	
	
	
	
	現物量
	化学由来N量
	計画
	実績
	
	
	
	
	
	

	品種
面 積(a)
収量(kg/10a)

	収穫終了
播　種
移　植
収　穫
	
	育

苗
	
	
	
	
	
	
	
	種
子
及
び
育
苗
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	小　　計(kg)
	0.00
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	本

田
・
本

畑
	
	
	
	
	
	
	本

田

・

本

畑
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	小　　計(kg)
	0.00
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	慣行ﾚﾍﾞﾙの窒素成分量
       kg
	合計：化学肥料由来の窒素成分量
　　　　　　　　　　　　　　kg
　　　　　　　慣行対比　　　　割減
	慣行レベルの成分回数
回
	合計：　　　回
うち 殺菌  回､殺虫  回､除草  回､その他  回
慣行対比　 　　　割減
	


※1 普通作物・果樹は品種ごと、野菜は作型ごとに作成すること。
※2 作業状況欄には、施肥、防除以外の主な作業を記載すること。
※3 確認責任者は、ほ場確認、栽培管理状況確認を行い、その内容について適正と確認した場合に、確認年月日、氏名を記載し押印すること。
※4 確認責任者は、生産実績の内容について適正と確認した場合に、確認年月日、氏名を記載し押印すること。

	別紙３

平成　　年　出荷計画(出荷実績)　
	出荷実績確認欄　※4

	
	平成　　年　　月　　日

　　確認責任者　　　　　　　　　　　　　　㊞

	作物及び作型

品種 ※1
	出荷期間
	形 態 別 出 荷 数 (上段:包装単位の重量、下段:出荷袋等の数)
	出荷量計

 ※2
	出荷先　※2
(団体等所在地)
	認証シール使用枚数   ※3

	
	
	ﾌﾚｺﾝ(kg)
	バラ(kg)
	束(kg)
	箱(kg)
	袋(kg)
	その他
	
	
	

	
	年　月　日～
年　月　日
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	計
	袋　数 (上段)
出荷量 (下段)
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚


※1 同じ作物で作型が異なる場合は、作型毎に記入する。
※2 総出荷量をkg単位で記入すること。また、申請時に出荷先未定の場合は「出荷先」欄は記入しなくてよい。

※3 認証シール使用枚数は、全ての貼付枚数を記入する。

※4 実績報告書の提出時は、出荷実績について確認し適正と認めた場合に、最終確認年月日、確認責任者氏名を記載し押印すること。

	別紙３－１(生産精米用)

	平成　　年　出荷販売計画 （出荷販売実績）
	出荷販売実績確認欄　※6

	
	　平成　　年　　月　　日　

	
	確認責任者
	㊞

	
	精米確認者
	㊞

	作物及び

作　  型
品種※1
	出　荷

販　売

期　間
	玄米生産量(形態別集荷量) ※2
	形態別出荷販売数 ※3 
	出荷販売量(kg) ※4
	※5
出荷販売先
(販売店等所在地)
	認証ｼｰﾙ使用枚数
	備考

	
	
	形態
	Kg/袋
	袋数
	数量
	表示

区分
	ﾌﾚｺﾝ(1080kg)
	袋(30kg)
	袋(10kg)
	袋(5kg)
	袋(2kg)
	袋
( kg)
	玄　米
	精　米
	
	
	

	
	年月日～年月日
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大
	
	枚
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	小
	
	枚
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大
	
	枚
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	小
	
	枚
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大
	　
	枚
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	小
	
	枚
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大
	　
	枚
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	小
	
	枚
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大
	　
	枚
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	小
	
	枚
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大
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	小
	
	枚
	

	計
	　
	
	
	袋数
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	大
	
	枚
	　

	
	
	
	
	数量
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	小
	
	枚
	

	※1 同一作物で作型・品種が異なる場合は、作型品種毎及び出荷販売の形態別、出荷販売先別に記載する。
※2 玄米生産量欄は｢栽培面積×10a当り収穫量｣を基本として記載する。
※3 形態別出荷販売数欄の「袋(  kg)」は実態に則した容量に訂正して記載する。
※4 上段には出荷販売袋数等の計、下段には出荷販売量の計を記載する。
※5 申請時に出荷販売先未定の場合、出荷販売先欄は記入しなくて差し支えない。
※6 実績報告書の提出時は、出荷実績について確認し適正と認めた場合に、最終確認年月日、確認責任者氏名を記載し押印する。
※7 出荷販売計画の変更、認証ｼｰﾙ追加交付依頼、実績報告書の提出にあたっては、変更前・変更後を別葉で提出して差し支えない。
※8 記載行が不足する場合は複数ページで作成し、最終ページ以外は｢計｣をページ毎の｢小計｣に訂正とする。
	※玄米と精米の合計量を記載する



	別紙４

平成　　年　販売計画(販売実績)
	出荷実績確認欄　※3

	
	平成　　年　　月　　日

精米確認者　　　　　　　　　　㊞

	作物・作型

品　　種
	入　荷　先　等
	形態別入出荷数
	入荷量計

(kg)
	販売時期

(年月日～年月日)
	形態別販売数
	販売量計
(kg)
	認証シール
使用枚数 ※2

	
	入荷先　※1
(認証登録者名)
	入荷時期

(年月日～年月日)
	形　態
	Kg/袋
	袋　数
	
	
	形　態
	Kg/袋
	袋　数
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚

	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	大

小
	
	枚

枚


※1 精米販売の申請において、認証登録者が同一品種で複数の生産方式となっている場合は、ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ表示が特定できるよう生産者名の記載、ﾊﾟﾀｰﾝ名の記載など生産方式が特定できるよう記載する。

※2 認証シール使用枚数は、全ての貼付枚数を記入する。

※3 実績報告書の提出時は、出荷実績について確認し適正と認めた場合に、最終確認年月日、確認責任者氏名を記載し押印する。
「精米販売」の場合は、販売を主として担当する者以外の者が確認するものとする。 
ガイドライン表示

品種名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パターン区分　　　　　　　　　　　　　　　

【生産出荷用】

	農林水産省新ガイドラインによる表示
	
	節減対象農薬の使用状況

	特別栽培○○
	
	使用資材名
	用途
	回数

	節減対象農薬：
	
	
	
	
	

	化学肥料(窒素成分)：
	
	
	
	
	

	栽培責任者

　住　所

　連絡先

確認責任者

　住　所

　連絡先
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


【精米販売用】

	農林水産省新ガイドラインによる表示
	
	節減対象農薬の使用状況

	特別栽培○○
	
	使用資材名
	用途
	回数

	節減対象農薬：
	
	
	
	
	

	化学肥料(窒素成分)：
	
	
	
	
	

	栽培責任者

　住　所

　連絡先

確認責任者

　住　所

　連絡先

精米確認者

　住　所

　連絡先
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


注1 ｢特別栽培○○｣の「○○」は、｢特別栽培農産物｣、又は県の慣行基準に示される｢品目名｣で表示すること。

　　この場合、「水稲」は一括して「米」と表示すること。

注2 複数の品種、複数の生産パターンで申請する場合は、生産パターンと表示内容の関連を「品種名」、「パターン区分」で明ら

　 かにすること。

注3 各責任者名を組織名で表示する場合、住所は「所在地」とすること。

注4 住所、所在地は原則として｢山形県｣から記載すること。

注5 全ての表示を票片に表示できない場合は、各責任者の住所･所在地、連絡先、節減対象農薬の使用状況等の情報入手の方法を

　 一括表示枠内(最下段)に掲載すること。

　 この場合であっても、全ての表示内容について上記様式をもって提出し、表示内容の確認をうけること。

※申請において実際に使用しない不用な表示枠、表示項目は削除して提出すること。
付表１　
生産ほ場の周辺地図（別図代用可）
	


注1 各々のほ場規模や位置、近隣の土地の使用状況がわかるように記入すること。
注2 近隣にある河川、工場、ゴルフ場、焼却施設を記入すること。

注3 空中散布が行われている地域にあっては、空中散布が行われている地域とほ場の位置関係がわかるように
記入すること。

注4 方角を記入し、ほ場番号を明確にすること。

注5 本資料は現地検査時に使用するので準備しておくこと。(申請時の提出は必要ない｡)

付表２　
精米施設及び保管場所等の見取り図
	施設所在地･所有者
	

	


注1 保管場所、作業場所の広さ（寸法）を示すこと。
注2 精米機等の配置が分かるように記入すること。
注3 出入り口を明記すること。
注4 複数施設を使用する計画の場合は、全ての施設について提出すること。
付表３　

平成　　年　特別栽培米受払台帳

	と う 精 等 施 設 名
	精　米　責　任　者

	所在地

所有者

ＴＥＬ
	
	住　所

氏　名

ＴＥＬ
	

	栽　培　責　任　者
	精　米　確　認　者

	住所※2
氏　名

ＴＥＬ
	
	住　所

氏　名

ＴＥＬ
	

	確　認　責　任　者
	精　米　確　認　欄　※1

	住　所

氏　名

ＴＥＬ
	
	平成　　年　　月　　日

精米確認者　　　　　　　　　　　　　㊞

	入荷先
	
	品種
	
	産年
	　　年産

	年　月日
	検査

等級
	玄米残数量(kg)
	玄米買受数量

(kg)
	玄米使用数量

(kg)
	精米生産数量

(kg)
	歩留

(%)
	精米生産数量の包装量目別内訳（個数）

	
	
	
	
	
	
	
	15kg
	10kg
	5kg
	3kg
	2kg
	1kg
	計

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※1 精米確認者は、原則として月１回以上の調査により、当該とう精が適正に行われていると判断した場合、確認の年
月日、確認責任者の署名と押印を行う。

※2 栽培責任者等を組織名で表示する場合は、住所を「所在地」とする。

※3 複数の入荷先、品種で申請する場合、当該欄を記載しないで一様式の提出で差し支えない。
※4 小分け玄米の販売管理については、精米管理用受払台帳と別葉で差し支えない。

※5 認証シール貼付枚数欄を設けるなどの様式変更は差し支えない。
<w>

